
FORESTRY AND FOREST PRODUCTS RESEARCH INSTITUTE   No.34 4

特集特集　　出土　　出土　　出土　　出土　　出土　　出土　　出土　　出土　　出土　　出土　　出土　　出土木材木材木材木材木材木材木材木材木材木材木材木材ととと木材と木材木材木材と木材と木材と木材木材木材と木材
 仏像に使われる 仏像に使われる 仏像に使われる 仏像に使われる 仏像に使われる 仏像に使われる 仏像に使われる 仏像に使われる 仏像に使われる 仏像に使われる 仏像に使われる 仏像に使われる木材木材木材木材木材木材木材木材木材木材木材木材

用
材
樹
種
は
カ
ヤ
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
持
た
れ

て
い
ま
し
た
。

　

１
９
９
４
年
、
東
京
国
立
博
物
館
の
研
究
者
が
、

科
学
的
に
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
、
森
林
総
合

研
究
所
を
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。「
一
木
彫
像
の
用
材

樹
種
が
ヒ
ノ
キ
か
カ
ヤ
か
？
」
が
木
材
科
学
と
美
術

史
の
異
分
野
の
研
究
者
に
よ
っ
て
初
め
て
共
通
の
話

題
と
さ
れ
た
の
で
す
。
カ
ヤ
の
木
材
の
仮
道
管
壁
に

は
、
２
〜
３
本
が
一
組
と
な
る
ら
せ
ん
肥
厚
が
あ
る

の
で
、
仮
道
管
の
一
部
で
も
識
別
が
可
能
で
す
。
一

方
の
ヒ
ノ
キ
の
仮
道
管
に
は
ら
せ
ん
肥
厚
が
無
い
の

で
、「
ヒ
ノ
キ
か
カ
ヤ
か
？
」
の
二
者
択
一
で
あ
れ
ば
、

ら
せ
ん
肥
厚
の
有
無
の
み
で
識
別
が
極
め
て
容
易
で

す
（
写
真
1
）。

　

木
材
標
本
の
虫
食
い
穴
か
ら
採
取
し
た
虫
糞
で
も
、

そ
れ
は
仮
道
管
の
断
片
で
、
ら
せ
ん
肥
厚
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
自
然
剥
離
し
た
微
細
木
片
の
採
取
で
あ

れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
非
破
壊
に
近
い
条
件
と
の
判
断
で
、

そ
の
後
の
東
京
国
立
博
物
館
に
よ
る
調
査
の
際
に
、

奈
良
時
代
の
代
表
的
な
「
一
木
彫
像
」
で
あ
る
唐
招

提
寺
の
旧
講
堂
の
諸
像
か
ら
微
細
木
片
が
採
取
さ
れ

　

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初

期
は
、
仏
像
の
で
き
る
限
り
多

く
の
部
分
を
一
本
の
木
材
か
ら

彫
り
出
そ
う
と
す
る
意
図
が
明

瞭
な
「
一い
ち
ぼ
く
ち
ょ
う
ぞ
う

木
彫
像
」
が
盛
ん
に

造
ら
れ
、
造
形
的
に
優
れ
た
像

が
数
多
く
生
み
出
さ
れ
た
時
期

と
し
て
特
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
彫
像
の
用
材
樹
種
は
、
小
原

二
郎
（
１
９
６
３
）
に
よ
る
先

駆
的
な
調
査
に
よ
り
、
そ
の
主

流
は
、
飛
鳥
時
代
（
７
世
紀
）

の
ク
ス
ノ
キ
か
ら
、
奈
良
時
代

（
８
世
紀
後
半
）
に
は
ヒ
ノ
キ

（
心
木
）
に
変
わ
り
、
平
安
時

代
初
期
（
9
世
紀
）
の
ヒ
ノ
キ

の
白
木
・
一
木
か
ら
中
後
期
の

ヒ
ノ
キ
の
寄
木
と
さ
れ
、
そ
こ

で
は
カ
ヤ
は
亜
流
と
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
美
術
史
の
分
野
で

は
、
主
要
な
「
一
木
彫
像
」
の

森
林
総
合
研
究
所
フ
ェ
ロ
ー
　
藤
井 

智
之

写真１　ヒノキ（左）とカヤ（右）の仮道管壁内表面の走査電子顕微鏡画像

古
代
一
木
彫
像
の
用
材
樹
種
の
識
別
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ま
し
た
。
顕
微
鏡
観
察
の
結
果
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
カ
ヤ
で
し
た
（
写

真
２
）。
さ
ら
に
、
神
護
寺
の
薬
師

如
来
立
像
、
元
興
寺
の
薬
師
如
来
立

像
、
大
安
寺
の
諸
像
な
ど
、
８
世
紀

後
半
以
降
の
代
表
的
な「
一
木
彫
像
」

の
用
材
樹
種
が
カ
ヤ
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
図
1
）。

　
「
一
木
彫
像
」
の
成
立
に
は
木
心

乾
漆
像
の
木
心
部
の
発
達
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。
調
査
範
囲
を
広
げ
た
結
果
、

乾
漆
像
や
塑
像
の
心
木
の
用
材
は
ヒ

ノ
キ
や
ケ
ヤ
キ
な
ど
が
多
く
、
カ
ヤ

を
主
流
と
す
る
「
一
木
彫
像
」
と
の

違
い
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
（
図

２
）。
古
代
木
彫
像
の
用
材
樹
種
の

選
択
は
決
し
て
任
意
で
は
な
く
、
制

作
技
法
の
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
種
選
択
の

認
識
「
用
材
観
」
の
も
と
に
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

木
材
科
学
的
な
知
見
の
活
用
に
よ

り
、
樹
種
識
別
技
術
の
単
純
な
応
用

で
は
な
く
、
古
代
木
彫
像
の
科
学
的

な
樹
種
識
別
が
初
め
て
可
能
と
な
り
、

日
本
彫
刻
史
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

図１　一木彫像の樹種識別結果
　　　 奈良時代から平安時代初期にかけての一木彫像の用材樹種は

カヤが主流でした。その他の樹種が用材とされたのは、愛媛・
大分を例外として、カヤの天然分布域外でした。

写真２　 左：唐招提寺の「伝衆宝王菩薩立像」から採取された虫食い跡のある微細木片(長さ約4mm)。右：左の四角部分
の拡大。カヤに特徴的な2から3本が対になったらせん肥厚が明らかです。（走査電子顕微鏡画像）

図２　古代木彫像における制作技法と用材樹種の変遷
　　　 一木造（一木彫像を含む）のカヤに対して、木芯や芯木には

ヒノキ・ケヤキ・スギと、制作技法による用材観の違いが明
確でした。


